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　一月一日午前○時にはシリワスが南天高く輝き，この頃太陽と赤経が十二
時闇離されて居るのである・地上は冬枯れの漸條たるもので，所謂萬目荒涼
たる殺風景の時であるが，仰V・で天を見るときは，．天上の花が喉き歯しれて，
天室の最も涙手な時で，この際見える一等星は大犬座α星，小犬座α星，オリ
オン座α，β星，双子座β星，龍骨座α星，獅子座α星，駅者座α星，牛座α星の
九星を一時に槻滅し得るのである．犬の星座三つも同時に見られるのである．
寒さは嚴しいが門中に最も水分が少V・時であるから，明野観測には最も適し
たる時季である．
犬が雪中に隔るL様な元三を出して，天に親しまれることをお奨めする次
第である．（終）
醤者と天文蚕
　昭和8年九月3日堺杏林趣味の曾に加は
つて京都の花山天交塁を訪れた・一通り
何かしら趣味を持合はせては居るが，み
んなが讐者である事は間違ひなかった・
だから讐者としてはそれぞれ專門の學問
の持主である筈だが，凡そ曝者と）・ふも
のほど學問から入って世間に出切つで居
るものはあるまいとは雫常でも時にふれ
て思ふことだが，此の讐者を天文毫の上
に立たせてぽかんとさせてみる風景ぼど
のんびりすぎるものはあるまい・尤もそ
の日みなさんたちはそれぞれ何か得る庭
あった様子の緊張を帯びて蹄へられたの
だから，二者なんて天文塁に立たせると
随分のんびりしてやがるなと思ったのは
一場の三門學設を吐かれた山本一清氏と
私だけかも知れぬ・しかし叉私自均に於
ても，その日の場面を客槻的に描いてみ
て，さう想ってみるだけのことで・のん
びりに幾らかの底もある・
　　　　　　　　〉く
　都ホテルでみんなで夕食をしたXめ
た・丹羽さんの令息が露塁で二一をとっ
て下さった・しのびよる秋といふやつが
夏服を引張って想ふことはないかとたつ
ねるやうな夕風のそよぎだ・天丈点者の
マダムは間違なく星の如くに美しい・ど
うも讐者なんて人の顔を朝から晩まで見
てみると紳士的儀禮の席でもだいいちに
これだ・こんな輕V・氣持を叩きつけるや
うに自動車が私たちを山の山景肇へ抱り
上げた・
　　　　　　　　×
　：望蓮鏡でお月様を見るとしたらひ■のや
うに大きく圓く，その表には窟眞や檜で
見る洲や山の如き月の國が美しく大うつ
しに，などX思ってみたことは大問違ひ
何よ1）も天中肇のもつ嚴粛さに趣倒され
氣味で，星圖を下げて一々と執務して居
る人は恰も聖壇に侍せる使徒の行のやう
である・それらの仕事は世界中につなが
りのある一線一“s一占の上にうごv・てるるの
である・ネオンサインの光りの波うつ町
の地上をちょっとばかり離れた山から限
り無き天理に頭を突込んで幾千年もかN
って地球にとV〈星の光の放路を）・たは
る，貴い浄らかな仕事だなとつくづく思
った・さて京洛の灯影を我等の記憶をひ
ろげるだけ旗げた親野の星座と見下して
ふと，何がなしに湧き上って掘るのは三
高時代の青春の學生だつた自分の面影さ
ては友の面影・此時・追憶：の過去は宇宙
の果よりも・遠い天：文墓に立って私は人
生の槻測をした；氣がした・（圭虫の舎）
